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著者は前報12.13.14)までにおいて，ナスの花芽形成に関与する幼苗期の環境・栽培管理的
要因として，温度，光，窒素・燐酸・加里の肥料要素およひヲk分などの影響について試験
した結果，これらの外的要因は主として植物体の生育を通して花芽形成に関与しているよ
うであり，花芽が形成されるための直接的な条件として，日長が何時間必要であるとか，
あるいはある温度に遭遇することが必要であるとかということは認められない.光につい
ては，ある程度長く，強い光をうけるほうがよく，温度については，夜温がある程度低い
ほうが都合がよいということで，花芽形成を起こすために絶体不可欠な特定の日長条件や
温度条件はみられない.温度や光あるいは窒素・燐酸などの肥料要素によって花芽分化期
や着花節位に明らかに差が現われるが，これは，それらの外的条件が植物体の生育を通し
て花芽形成に関与することによって起こるものとみられ，ナスはトマトなどと同様に広い
意味での栄養が花芽形成の主要な誘因で，温度や光もその一部として関与しているものと
考えられる.白江口ら 2)はトマト・ナスなどナス科の植物の花芽形成について，従来の低温
感応性および日長感応性の植物と趣を異にし，植物の栄養状態が主として花芽形成に影響
を及ぼしていることを認め， トマト・ナスなどのような植物を栄養感応性植物として類別
することを提唱している.
このように，栄養生長から生殖生長に移行する過程で，特定の日長条件や温度条件を要
求せず，植物体の生育を通して花芽形成が起こるような場合には，植物体の生育に伴って
花芽形成に関与するようなある種の物質が徐々に体内に生成・蓄積され，一定の限界濃度
に達することによって花芽形成を起こすものと考えられる.このような物質は一般に主と
して子葉から始まる葉において生成され，分裂組織に移行して花芽の形成を促すものとさ
jもている1.6.15.17)• 
本報においては，ナスの花芽形成に積極的に関与する物質の生成ならびにそれらの物質
の作用に関連して，子葉と本葉の果す役割を解明するように企画遂行した試験成績につい
て報告する.
著者は前に同じナス科のトマトについて同様な試験を行なっており，ナスについてもト
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マトと比較して報告する.
なお，本研究は東北大学農学部で行なったものである.
I.材料および方法
材料 品種は橘真を用い，東北大学農学部において， 1966年4月14日に苗箱に播種し
た.供試個体数は各実験とも 1 処理区30~35個体とした.
方法 発芽直後に 15cm鉢に植え，ガラス室で育苗する期間中に種々の摘葉処理を行
なった.
実験1の子葉摘除処理においては，摘除面積と摘除時期とに分けて行ない，(1)摘除面積
の処理においては，子葉展開直後に，子葉2枚のうち 1枚 1枚とさらに他方の半分およ
び 2枚全部を摘除する区を設け， (2)摘除時期の処理においては，子葉2枚全部を子葉展
開直後，子葉展開 5日後， 10日後， 15日後および20日後にそれぞれ摘除する区を設けた.
実験2の本葉摘除処理においては，本葉が完全に展開するに伴って第1節葉からl順次摘
除し 2枚 4枚および6枚摘除する区を設けた.
実験3の子葉と本葉の組合わせ摘除処理においては，子葉展開直後に子葉2枚全部を摘
除し，さらに本葉が展開するに伴って順次摘除して 2枚 4枚， : 6枚および8枚摘除する
区を設けた.
生育ならびに花芽形成状態の調査は前報12.13.14)と同様に行なった.
llI.成績
1.子葉摘除の影響
， (1) 摘除面積の影響
子葉展開直後に，子葉を種々の面積に摘除した場合の苗の生育ならびに花芽形成の状態
を示すと第 1，2表，第1図のとおりである.
子葉摘除によって苗の生育は抑えられ， 草丈，葉数，茎の太さ，茎葉重などすべて小さ
くなり，花芽の分化が遅れるとともに着花節位が上昇している.その傾向は摘除面積に応
じ，摘除面積の大きいほど一層生育が抑えられ，花芽の形成が遅れており"予葉全部を摘
除した場合には分化期で10日
遅れ， 着花節位マ1.3節上昇
している.花芽の発育につい
て，第 l花の開花期を子葉展
開後の日数でみると，子葉摘
除面積の多いほど順次遅れて
いるが，この開花期を花芽分
化後の日数でみると，いずれ
の処理区においても40~41 日
でほとんど差は認められな
い.子葉摘除処理によって花
芽の発育はほとんど影響され
ないことを示し，子葉摘除に
Table L Effect of removal of cotyledons on the 
growth of seedling. 
Plant Number of Stem 
wTe(glOj tDlf cdoatysleadfotn er removal of height exlepavneds ed diameter 
cotyledOns (cm) (cm) ， expans!On 。 7.6 7.4 . 0.42 12.3 
1 5，5 6.4 ，0.34 6.2 
30 
1.5 4.4 6.1 0.31 4.7 
2 2.9 5.5 0.22 1.8 
O 27.9 12.3 0.75 62.7 
1 23.6 11.5 0.73 51.0 
50 
1.5 19.2 11.0 0.66 40.5 
2 14.2 10.8 0.54 28.5 
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Table 2. Effect .of removal of cotyl巴donson，the 
flower development. 
よる開花期の遅延は主として
分化期の遅延によることを示
している.
(2) 摘除時期の影響
子葉2枚全部を子葉展開直
後から子葉展開後20日までの
聞の種々の時期に摘除した場
合の苗の生育ならびに花芽形
成の状態を示すと第 3，4表，
第2図のとおりである.
子葉を展開直後に捕除した
場合に，苗の生育が最も抑え
られ，花芽の分化は遅れ，着
花節位は上昇しており，摘除
時期の遅れるに伴って順次生
育の抑制度は少なくなり，花
芽分化の遅延の度合も少なく
なる.子葉展開後15日に子葉
を摘除したものでは，第1花
房の分化は標準区とほとんど
変らず，第2花房で若干遅れ
'Number of days ， 
from.first flower 
differentiation. to' 
first bloom 
4i.3 
40.9 
40.4 
40.6 
Nu五ber百百石E
froIlcotyledon 
expansion to first 
bloom 
56.6 
60.2 
62.2 
65.8 
Number of 
removalof 
cotyl巴dons
?? ??
?????
12 
?????
???
? ?
?? ?
』 ??
。Flowerinitiating 
。
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Number of days aftel' cotyledon expansiOn 
30 
Fig. 1. Effect of removal of cotyledons on. the 
numb巴rof leaves to the first inflorescence 
and the time of first flower initiation. 
る程度であり， 20日後に子葉
を摘除したものでは生育，花芽形成ともに標準区とほとんど変らない.，着花節位は10日後
摘除区で若干上昇しているが，それ以降に子葉を摘除したものではほとんど影響をうけtて
いない.花芽の発育について第 1花の開花期をみると，子葉展開後の日数では，子葉展開
14 
12 
? ???
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?
?
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Fig. 2. Effect of time of removal of cotyledon~ on the number 
of leaves to the first and second inf10rescence and the 
40 
time of flower initiation. 
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Tabl巴 3. Effect of tim巴 ofremoval of cotyledons 
on the growth of seedling. 
Time of removal of Plant Nuniber of Stem Top 
I∞RethypTαe r吋個3dtoyほanlnyets edxod fpnr凶y awm 由Jthjon) height expand巴d diameter weight 
(cm leav巴s (cm) (g) 
Control 7.6 7.4 0.42 12.3 。 2.9 5.5 0.22 1.8 
5 4.6 6.2 0.31 4.0 
10 6.0 6.6 0.35 7.1 
15 7.5 7.2 0.38 10.2 
20 7.6 7.4 0.41 12.0 
Table 4. Effect of time of removal of cotyledons 
on the flower development. 
Time of rem百alof I Number of days Number. of days 
cotyledons.from cowlEdon from first flower 
(RepresentEd with exfiprast ns1on to differentiation to 
th巴 daysfrom bloom first bloom cotyledon expansjo):l 
Control 56.6 41.3 
O 66.8 41.6 
5 61.3 40.3 
10 58.2 40.2 
15 57.2 41.9 
20 56.5 41.2 
直後に摘除した場合に最も遅
れ，摘除時期の遅れるに伴っ
て順次開花期は早まり，子葉
展開後15日以降に摘除したも
のでは標準区とほとんど変ら
ないが，花芽分化後の日数で
は前実験と同様に各処理区間
にほとんど差は認められず，
いずれの区でもほぼ同じよう
な発育状態を示している.
2.本薬摘除の影響
本葉を完全に展開するに伴
って 2，4および6枚掃除し
た場合の苗の生育ならびに花
芽形成の状態を示すと第5
6表，第3，4図のとおりで
ある.
本葉を掃除することによっ
て生育は抑えられ，摘除葉数
の多いほど著しく抑えられて
いるが，花芽形成は第1花房
では本葉摘徐によって 2日ぐ
らい遅れる程度で，摘葉処理問にほとんど差がみられず，摘葉処理区ではほぼ同時期に同
節位に第1花を分化している.第2花房では摘葉処理問に差が現われ，本葉2枚摘除区で
は標準区に比べて 3日ぐらい花芽分化が遅れ 4枚および6枚摘葉区ではさらに 2，-， 3日
遅れている.第3花房では本葉摘除によってさらに花芽分化が遅延し，摘除葉数の多いほ
ど)1頂次遅れ 6枚摘除区では約10日も遅れている.しかし，着花節位はいずれの花房で、も
各処理聞にほとんど差はみられない.花芽形成に対する本葉摘除の影響は，下位花房では
その影響は比較的少ないが，上位花房になるにつれて順次強くなる傾向を示している.花
Table 5. Effect of removal of matur巴 leav巴son the growth of seedling. 
Numb er t匂刑oyρfl巴d0ayIn1s l i』出IP到lan凶叫th巴eigl出式判ltl~肌陶q仇ω1um1 ! 
after CO Mature havesmovd(cm)g exEnded diameter 
expansion ¥v'U/ leaves (cm) 
Top weight 
(g) 
Control 8.1 7.7 0.42 13.0 
At 1st and 2nd nodes 4.4 6.7 0.29 3.9 
30 
At 1st to 4th nodes 2.9 6.7 0.19 1.4 
At 1st to 6th nodes 2.1 6.4 0.16 0.5 
Control 28.4 11.6 0.80 72.5 
At 1st and 2nd nodes 20.6 11.7 0.63 44.7 
50 
At 1st t04th nodes 12.6 12.0 0.45 17.2 
Af 1st to6th nodes 7.7 11.2 0.37 8.5 
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芽の発育について第1花の開
花期をみると，本葉摘除葉数
の多いほど順次開花が遅れて
おり，この開花の遅れは花芽
分化後の遅延日数とほとんど
ー致しており，開花の遅れは
主として分化後の発育の遅れ
たことによることを示してい
る.
195 
Table 6. Effect of removal ofrhature leaヤ巴son 
the flower development. 
Mature leaves removed 
Control 54.2 38.9 
At 1st and 2nd nodes 57.0 39.7 
At 1st to 4th nodes 60.3 43.0 
At 1st to 6th nodes 63.5 46.2 
'.' ・， ~ .ー ， ~ 一戸
A: Control 
B : Removed at 1st and 2nd nod巴 leaves
C : 'Removed at 1st to 4th node leaves 
D : Removed at 1st to 6th noc¥e leaves 
Fig. 3. Effect of removal of mature leaves on the growth of th巴
seedling. 
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Fig. 4. Effect of removal of. matureleaves on the number of' 
leaves to the first" second and third .inf1orescence and 
the time of flower， initiation. ，'， 
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3.子葉と本葉の組合わせ摘除の影響
子葉と本葉とを組合わせて摘除した場合の苗の生育ならびに花芽形成の状態を示すと第
5，6図，第7表のとおりである.
子葉台本葉とを組合わせて摘除することによって苗の生育は抑えられ，花芽分化が遅れ
るとともに着花節位が上昇し，摘除葉数の多いほど一層生育が抑えられ，花芽の分化も摘除
葉数の増加に伴って順次10 日ぐらいずつ遅れるとともに着花節位も順次1.5~2 節ぐらいず
35 
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Fig. 5. Effect of removal of， both cotyledons and matur巴 leaveson 
the growth of the s巴巴dling.
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Fig. 6. Effect of removal of both cOtyledons and mature leaves 
'on the number ofleaves to the first inflorescence and 
the time of first flower' initiation; 
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Table 7. Effect of removal of both cotyledons and 
mature leaves on the flower development. 
Removal of both 門戸川aF両両f函戸∞ぷネ andmatmfEzmtqp fr;出品iirr
leaves fi~st bloom I tofirst bloom 
Control 
Removed cotyledon only 
At 1st and 2nd nodes 
At 1st to 4th nodes 
At 1st to 6thnodes 
At 1st to 8th nodes 
54.2 
63.3 
70.5 
79.7 
87.3 
93.5 
38.9 
38.0 
36.5 
35.2 
32.3 
29.1 
つ上昇している.本葉を 8枚
摘除した場合には生育が最も
抑えられ，花芽分化期は50日
遅れ，着花節位は 8節'も上昇
している.花芽の発育につい
て第 1花の開花期をみるIと，
子葉・本葉の摘除数の土菌加tに
イ半って順次開花期は遅jもy 子
葉2枚と本葉8枚を摘除した
場合に最も遅れている.この
開花期を花芽分化後の日数で
みると，摘除葉数の多いほどかえって早くなっており，分化後の花芽の発育は摘葉数の多
いほどむしろ促進されており，開花期の遅れは花芽分化の遅れによることを示している.
IV.考察
まず，花芽形成に対する子葉の役割についてみると，子葉を展開直後に摘除することにl
よって苗の生育が抑えられ，第1花の分化期が遅れるとともに着花節位が上昇し，捕除面
積の大きいほどその傾向は一層大きくなり，子葉をすべて摘除した場合には分化期は約10
Rも遅れている.子葉摘除の影響は，摘除時期の早いほど強4現われ，摘除時期の遅れる
に伴って次第にその影響は弱くなり，子葉完全展開後15日以降に子葉を摘除した場合には
その影響はほとんど現われない.生育ならびに花芽形成に対する子葉の役割は，子葉展開
後の約 2 週間，すなわち，本葉が 2~3枚展開ずるぐらいまでの比較的生育初期の期間で
あって，それ以後は本葉のはたらきによって充分に生育ならびに花芽形成が行なわれるこ
とになるものと考えられる.
子葉のみを残して本葉が完全に展開するに伴って第 1節から第2，第4あるいは第6節
まで摘除した場合，第 1 花の形成は無処理区と比べて 2~3 日遅れる程度であり， 子葉が
存在すれば，本葉は摘除されても，第1花の形成はあまり影響されないことになる.第1
花の形成はほとんど子葉のみによって充分に起こりうるものであることが認められる. し
かし，子葉のみを残して本葉を第 6 節葉まで摘除した場合には，第 2 花房では 5~6 f3，
第 3 花房では 9~10日も分化期が遅れており，第 2 花房以上には本葉摘除の影響が明らか
に現われている.これらの事実から考えて，子葉のみのはたらきによっで花芽形成を起こ
しうる範囲は第2花房ぐらいまでとみるのが妥当であろう.第 1花の花芽分化後の発育は
子葉のみの摘除によってはほとんど影響されず，子葉は初期の生育に密接に関与して第 1
花の形成に対して重要な役割を果しているが，その影響を及ぼす範囲は比較的小さく，早
く消失するため花芽の発育にまで及ばないものと考えられる.小餅8)，石田7)らも子葉摘
除によって着花節位が上昇し，生育初期ほどその影響が大きいことを認めており，小餅8)
は，葉芽 3.9枚分化時処理で 2節以上上昇し 6葉分化時処理では 1節程度増大すること
を認め，石岡 7)は，子葉展開後10日ぐらい， つまり本葉2枚期噴まマに子葉摘除の影響が
現われることを認めている.
子葉が植物の初期生育に対して重要な役割を果していることは，一般に認められてお
~4~ 
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り9，16，18，19)，著者1)は前にトマトについて報告し，本報のナスの場合とほとんど同様なこ
とを認めており，ナス・トマトなどのナス科の作物のように生育のごく初期に花芽を形成
するものでは，子葉が初期の花芽形成区対・して積極的に関与しているようであり，子葉の
みによって第 1花の花芽を形成するに足る充分量の物質を生成・供給しうるものと考えら
れる.
次に，花芽形成に対する本葉の役割についてみると，子葉が存在オれば第 1花の花芽形
成に対する木葉の影響は比較的小さいので，花芽形成に対する本葉のみの役割を確かめる
ために，子葉と本業とを組合わせて摘除してみると，花芽形成に対する本葉の影響が明確
に認められる.まず子葉を摘除しておいて，さらに本葉を完全展開直後民嫡除するとj/花
芽分化期が遅れるとともに着花節位が上昇し，本葉を摘除し続けている聞は花芽形成は起
こらずに栄養生長を続け，本葉の摘除を中止すると始めて花芽の形成が起こり，第 8節葉
まで摘除し続けたものでは分化期は50日も遅れ，着花節位は 8節も上昇しており，子葉と
本葉とを合わせて摘除することによって花芽形成を起こす生理的条件の成立が著しぐ抑制
されることが認められる.子葉が存在する場合には子葉のみによって第 1花の形成を起こ
しうる充分量の物質が生成されるが，子葉がない場合には本葉から供給されて始めて花芽
が形成されるようになるものと考えられる.花芽の発育が本葉のみを摘除した場合に抑え
られているのは，初期の花芽形成はほとんど子葉のみによって起こIり，第 1花の着花節位
は本葉を摘除したものでもほとんど変らないため，摘除葉数の多いほど第 1花までの非楠
除葉数は減少し，分化後の花芽の発育時における葉面積が減少したことによるものと考え
られる.これに対し，子葉と本葉とを合わせて摘除した場合に，花芽分化後の発育が摘除
葉数の多いほど促進されたのは，摘除葉数の増加に伴って順次着花節位が上昇して第1花
までの非摘除葉数がほぼ同数になったことと，花芽分化が遅れて発育時の気温が上昇した
ことによるものと考えられる.
次に，花芽形成に対する葉の生理的機能についてみると， 子葉および展開した本葉つま
り成熟葉は，日長感応性植物を始めとして多くの植物において，花成刺激あるいは花成物
質の生成・供給源として作用レていることが明らかにされている 3，4，5，6，10，1，15，18，19，20)，一
般に，子葉や成熟葉の摘除は，花芽形成を遅らし，着花数を減らし，花芽の発育を遅らし
ており，栄養生長から生殖生長への移行を遅らす働きを示しており，つまり，子葉や成熟
葉は積極的に花芽形成に対して促進作用を示しており 3，4，5ん10，1，15，18，19，20)， 一方，未展開
の極く小さいうちに未熟葉とじての摘除は，花芽形成を促進し， 着花数を増し，さらに花
芽の発育を促進し，生殖生長への移行を推し進める作用を示しており，つまり，未熟葉は
花芽形成に対して抑制作用を示している3，4，5，10，11.19)• 
本報においては，ナスの花芽形成に対する未熟葉の作用についで明らかにすることがで
きなかったが，子葉・本葉(成熟葉)を摘除することによって花芽形成が抑制され， '子葉
を摘除して，さらに本葉を摘除し続けると花芽形成が起こらず，本葉の摘除を中止するiと
始めて花芽形成が起こっていることから，子葉から)1国次本葉まで摘除されると，花成刺激ι
あるいは花成物質の生成・蓄積が起ζ らないかあるいは減少しで花芽形成が抑制されるも2
のと考えられるさらに，花芽形成に対する子葉・成熟葉と未熟葉との相互の関与の仕方
については，花成刺激あるいは花成物質と auxinや gibberel1inなどの生長物質とlの相
互関連において，前報1)でトマトについて報告した場合と全ミ同様に，ナスにおいても，
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子葉・成熟葉における花成物質の生成量が多く，生長点部における生長物質の量が少ない
場合に，分裂組織における花成物質の集積量が多くなり，花芽形成が最も助長されるもの
，と考えられる.
V.摘要
ナスの花芽形成に対する葉のはたす役割を明らかにすることを目的として，種々の部位
の葉を摘除した場合に起こる変化を調べた.
1.子葉の役割子葉展開匝後に，子葉2枚のうちの 1枚 1枚とさらに他方の半分お
よび2枚全部を摘除した結果， ，子葉の摘除面積の大きいほど苗の生育は抑えられ，花芽の
分化が遅れ，着花節位が上昇し，子葉全部を摘除した場合には分化期で10日も遅れた.
子葉2枚全部を，子葉展開直後，子葉展開 5日後， 10日後， 15日後および20日後にそれ
ぞれ摘除した結果，子葉展開直後に摘除した場合に最も生育が抑えられ，花芽の分化が遅
れ，着花節位が上昇し，摘除時期の遅れるのに伴ってしだいにその影響は弱くなり， 15日
以降に摘除した場合にはその影響はほとんど認められなかった.
2.本葉の役割本葉が完全に展開するに伴って第 1節葉から順次2枚 4枚および6
枚を摘除した結果，本葉を摘除することによって苗の生育は抑えられ，摘除葉数の多いほ
ど一層抑えられたが，花芽の分化は，第1花房では極くわずかに遅れ，第2，第3と上位
花房になるにつれて本葉摘除数の多いほど順次遅れ，花芽の発育も摘除葉数の多いほど順
次遅れた.
3.子葉と本葉との役割の関連 子葉展開直後に子葉2枚を摘除し，さらに本葉が展開
ししだい，第 1節葉から順次2枚 4枚 6枚および8枚を摘除した結果，摘除数の多い
ほど苗の生育が抑えられ，花芽の分化は遅れ，着花節位が上昇し，第8節葉まで摘除した
場合には分化期は5013も遅れ，着花節位は 8節も上昇した.
子葉が存在すれば第 1花の花芽形成に対する本葉の影響は比較的小さく，子葉は初期生
育ならびに第1花房あるいは第2花房までの花芽形成に関与し，第1花房の花芽形成は子
葉のみによって起こりうるものである.本葉は子葉が存在する場合には第2あるいは第3
花房以上の上位花房の花芽形成に関与し，これらの花芽形成は本葉の作用によって起こる
ものと考えられる.子葉がない場合には本葉の働きによって始めて第1花の花芽形成が起
こるものと考えられる.
4.葉の生理的機能子葉および、成熟した本葉は花芽形成に関与する花成刺激あるいは
花成物質を生成して花芽形成を起こすものと考えられる.
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Summary 
The present studies were carried out to ascertain. the role of the leaves 
played in the growth and the f10wer formation of egg-plant. 
1. Role of cotyledons in the vegetative and reproductive processes. 
Cotyledons were removed at various degrees and stages : (i)when the cotyle-
dons fully expanded， (a) one， (b) one and half and(c) both cotyledonswerc 
removed ; (i) beginning with the cotyledon expansion， both cotyledons were 
removed at 5-day-intervals. 
Thelarger the area or the earlier the time of the cotyledon .removal， the 
weaker the plant growth， the later the flower bud differentiation in the first 
and second inflorescence， resulting， in t山1rr刊I
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leaves' tothe first inflorescence， and in the retardation of flower' deve10pm:ent. 
The plant growth and the flower formation at the earlier develOpmerital 
stage were under the control of the cotyledons. 
2. Role of mature leaves in the vegetative and reproductive processes. 
Mature leaves were removed when they reached to about 30 mm inlength : 
(a) at the nodes 1 and 2， (b) at the nodes from 1 to 4 and (c) at the nodes from 
1 to 6. 
The much more the mature leaves were removed， the weaker the plant 
growth， being followed with the later flower bud differentiation in the second， 
third and fourth inflorescence， with the retardation of their development. The 
removal of the mature leaves， however， did not change the number of leaves 
to the first inflorescence and the date of flower bud differentiation in the first 
inflorescence. 
The flower formation above the second andjor the third inflorescence was 
induced by the influence of the mature leaves. 
3. Relationships between the role of cotyledons and the role of mature 
leaves on the flower formation. 
In order to estimate the effect of removal of cotyledons associated with 
removal of mature leaves on the flower formation， cotyledons and mature leaves 
were removed at various degrees : both cotyledons were removed at the time 
when they expanded fully and mature leaves were removed when they reached 
to about 30 mm in length， (a)at the nodes 1 and 2， (b)at the nodes from 1 to 4， 
(c) at the nodes from 1 to 6 and (d) at the nodes from 1 to 8. 
The much more the cotyledons and the mature leaves were removed， the 
weaker the plant growth， being followed with the later flower bud differen-
tiation with the increase in the number of leaves to the first inflorescence. 
The removal of both cotyledons and the continuous removal of mature leaves 
utterly depressed the flower formation during the treatment and the flower 
formation was gradually induced with the development of the mature leaves 
thereafter. 
4. Physiological role of leaves on the flower formaton. 
The results of the present experements show that the flower formation in 
the first inflorescence was induced by the influence of the cotyledons only， and 
the flower formation in the secondinflorescence was induced by the influence 
of the cotyledons and the mature leaves， and the flower formation above the 
third inflorescence was induced by the influence of the mature leaves， and the 
removal of both cotyledons and mature leaves utterly dep 
'549 
202 山形大学紀要(農学)第6巻 第3号
mature leaves produce the. flower. forming substances or the floral stimulus and 
induce. the f10wer formation. 
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